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（百万円未満切捨て） 

１．平成22年12月期第２四半期の連結業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第２四半期 80,268 58.7 2,488 349.5 2,660 320.6 1,847 24.9
21年12月期第２四半期 50,572 － 553 － 632 － 1,479 －

 

 １株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後１株当たり

四半期純利益 
 円 銭 円 銭

22年12月期第２四半期 78.29 －
21年12月期第２四半期 62.23 －

 
(2) 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第２四半期 59,278 19,067 31.5 790.61
21年12月期 55,498 17,652 31.0 728.23

（参考）自己資本  22年12月期第２四半期 18,658百万円 21年12月期 17,186百万円 
 
２．配当の状況 

年間配当金 
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 － 7.00 － 8.00 15.00
22年12月期 － 8.00  

22年12月期(予想)  － 10.00 18.00

（注）当四半期における配当予想の修正有無 ：有・無 

 
３．平成22年12月期の連結業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 160,770 28.1 5,010 86.9 5,180 85.2 3,450 20.3 146.19

（注）当四半期における業績予想の修正有無 ：有・無 

 

NAGASAKI AYUMI
FASFロゴスタンプ



４．その他  
 

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ：有・無 

  
(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有・無 
  [(注) 詳細は、３ページ【２．その他の情報】をご覧ください。] 

  
(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有・無 
② ①以外の変更 ：有・無 

  
(4) 発行済株式数（普通株式）  

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 22年12月期２Ｑ 25,200,000株 21年12月期 25,200,000株

② 期末自己株式数 22年12月期２Ｑ 1,600,364株 21年12月期 1,600,323株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 22年12月期２Ｑ 23,599,663株 21年12月期２Ｑ 23,768,900株

 
※ 四半期レビュー手続の実施状況の表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開
示時点において、四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ペー
ジ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期連結累計期間の経済環境を顧みますと、わが国経済は、昨年からの景気対策の効果

によるアジアを中心とした海外経済の拡大を背景に輸出が好調を維持しました。これに加えて、住

宅投資や設備投資等の民需についても回復が見られました。海外経済は、米国では、景気対策効果

による個人消費の拡大が見られましたが、欧州では、雇用調整の遅れやユーロ圏の金融問題への対

応遅れ等が障害となり低調に推移しました。一方、アジアでは、景気回復の牽引役である中国が、

輸出・投資主導型から消費主導型の成長方式への政策転換により消費地としての拡大に向けて取り

組み始めました。また、中国をはじめとした多くの新興国で、輸出・生産が堅調に推移したことに

より世界経済における存在感を大きく示しました。 

 このような状況下、当社の当第２四半期連結累計期間の売上高は802億６千８百万円となり、前年

同期に比べて296億９千６百万円の増加（58.7％増）となりました。これは主に、当社グループのコ

アとなる電子部門において、デジタル家電用基板実装品の出荷が引続き好調を維持したことや、車

載関連機器用部材・基板実装品の出荷が回復したことによるものです。利益面では、売上高の増加

にともない営業利益は24億８千８百万円となり、前年同期に比べて19億３千４百万円の増加 

（349.5％増）となりました。また、経常利益は26億６千万円となり、前年同期に比べて20億２千７

百万円の増加（320.6％増）となりました。四半期純利益は18億４千７百万円となり、外国子会社配

当金益金不算入制度導入による繰延税金負債取り崩しを行った前年同期に比べて３億６千８百万円

の増加（24.9％増）となりました。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

 総資産は、前連結会計年度末に比べ37億８千万円増加し、592億７千８百万円となりました。これ

は主に、受取手形及び売掛金、たな卸資産の増加によるものです。 

 負債につきましては、負債合計が前連結会計年度末に比べ23億６千４百万円増加し、402億１千万

円となりました。これは主に、買掛金の増加によるものです。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べ14億１千５百万円増加し、190億６千７百万円となりました。

この結果、自己資本比率は、31.0％から31.5％に増加いたしました。 

 

(キャッシュ・フローの状況) 

 営業活動の結果、減少した現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、５億８千万円とな

りました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が26億６千５百万円となり、仕入債務の増加額 

43億１千３百万円の増加要因がありましたが、売上債権の増加額54億５千２百万円、たな卸資産の

増加額24億４百万円の減少要因によるものです。 

 投資活動の結果、減少した資金は、16億８千９百万円となりました。これは主に、有形固定資産

の取得による支出８億８千２百万円、無形固定資産の取得による支出９千７百万円、および非連結

子会社に対する貸付による支出７億７千万円によるものです。 

 財務活動の結果、減少した資金は、11億７千３百万円となりました。これは主に、長期借入れに

よる収入６億円に対し、短期借入金の純減少額９億６千万円、長期借入金の返済による支出４億７

千７百万円、および配当金の支払額１億８千８百万円によるものです。 

 これらの結果、当第２四半期末における連結ベースの資金は、59億８千８百万円となり、前連結

会計年度末と比べ34億８千５百万円の減少（36.8％減）となりました。 
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(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

 第２四半期連結累計期間の売上高、利益ともに、平成22年５月７日の業績予想修正の公表時の想

定を更に上回ったことから、通期の業績予想の修正を行うことといたしました。第３四半期以降の

業績につきましては、先進各国の景気先行きが不透明な状況ではあるものの、アジアを中心とした

景気拡大を背景に、当社の事業分野全般に、部品や基板実装品の販売が概ね順調に推移する見込み

であります。通期業績予想の前回発表予想との比較は、下記の通りです。 

 

 平成22年12月期通期連結業績予想数値の修正(平成22年１月１日～平成22年12月31日) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

152,770

百万円

4,750

百万円

4,720

百万円 

3,130 132円63銭

今回修正予想（Ｂ） 160,770 5,010 5,180 3,450 146円19銭

増減額（Ｂ － Ａ） 8,000 260 460 320 －

増減率（％） 5.2 5.5 9.7 10.2 －

（ご参考）前期実績 

（平成21年12月期） 125,485 2,680 2,797 2,868 121円11銭

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 ①簡便な会計処理 

  (一般債権の貸倒見積高の算定方法) 

 国内連結会社において、当第２四半期連結会計期間末の一般債権の貸倒実績率等が前連結会計

年度末に算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等

を使用して貸倒見積高を算定しております。 

 

  (繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法) 

 繰延税金資産の回収可能性の判定に関しては、前連結会計年度以降に経営環境等、かつ、一時

差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来

の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

 ②特有の会計処理 

  該当事項はありません。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 該当事項はありません。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,005 9,492

受取手形及び売掛金 26,470 22,214

商品及び製品 8,848 6,703

仕掛品 399 557

原材料及び貯蔵品 1,755 1,712

その他 1,298 1,306

貸倒引当金 △82 △69

流動資産合計 44,695 41,917

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,096 4,195

機械装置及び運搬具（純額） 2,677 2,586

土地 2,227 2,256

その他（純額） 297 371

有形固定資産合計 9,299 9,410

無形固定資産 909 845

投資その他の資産   

投資有価証券 2,142 1,695

出資金 518 684

その他 2,116 1,352

貸倒引当金 △403 △407

投資その他の資産合計 4,373 3,325

固定資産合計 14,582 13,581

資産合計 59,278 55,498
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 23,687 20,605

短期借入金 8,272 9,449

未払法人税等 563 533

その他 2,731 2,392

流動負債合計 35,254 32,980

固定負債   

長期借入金 3,477 3,460

退職給付引当金 65 67

その他 1,412 1,338

固定負債合計 4,956 4,865

負債合計 40,210 37,846

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,144 2,144

資本剰余金 1,853 1,853

利益剰余金 18,154 16,495

自己株式 △677 △677

株主資本合計 21,473 19,815

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 581 278

繰延ヘッジ損益 19 3

為替換算調整勘定 △3,417 △2,911

評価・換算差額等合計 △2,815 △2,629

少数株主持分 409 466

純資産合計 19,067 17,652

負債純資産合計 59,278 55,498
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 50,572 80,268

売上原価 47,238 74,840

売上総利益 3,334 5,428

販売費及び一般管理費 2,780 2,940

営業利益 553 2,488

営業外収益   

受取利息 15 17

受取配当金 10 17

負ののれん償却額 19 19

不動産賃貸料 38 39

持分法による投資利益 － 75

為替差益 69 25

その他 59 77

営業外収益合計 213 271

営業外費用   

支払利息 116 75

持分法による投資損失 4 －

その他 13 24

営業外費用合計 134 99

経常利益 632 2,660

特別利益   

貸倒引当金戻入額 1 0

固定資産売却益 － 4

その他 1 －

特別利益合計 2 5

特別損失   

投資有価証券評価損 27 －

関係会社整理損 79 －

固定資産売却損 － 0

固定資産除却損 － 0

その他 0 －

特別損失合計 107 0

税金等調整前四半期純利益 526 2,665

法人税、住民税及び事業税 729 751

法人税等調整額 △1,722 26

法人税等合計 △993 777

少数株主利益 40 40

四半期純利益 1,479 1,847
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 526 2,665

減価償却費 971 859

負ののれん償却額 △19 △19

貸倒引当金の増減額（△は減少） 27 15

受取利息及び受取配当金 △25 △34

支払利息 116 75

為替差損益（△は益） △0 △0

持分法による投資損益（△は益） 4 △75

売上債権の増減額（△は増加） 699 △5,452

たな卸資産の増減額（△は増加） 4,214 △2,404

未収消費税等の増減額（△は増加） 136 △79

仕入債務の増減額（△は減少） △3,087 4,313

前受金の増減額（△は減少） △402 78

その他 483 156

小計 3,645 99

利息及び配当金の受取額 62 34

利息の支払額 △103 △63

法人税等の支払額 △590 △649

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,014 △580

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △271 △882

有形固定資産の売却による収入 0 15

無形固定資産の取得による支出 △82 △97

投資有価証券の売却による収入 0 67

貸付けによる支出 － △770

貸付金の回収による収入 0 0

関係会社出資金の払込による支出 － △23

子会社株式の取得による支出 － △80

子会社の清算による収入 － 96

その他 △2 △15

投資活動によるキャッシュ・フロー △354 △1,689

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △429 △960

長期借入れによる収入 900 600

長期借入金の返済による支出 △450 △477

自己株式の取得による支出 △402 △0

配当金の支払額 △174 △188

少数株主への配当金の支払額 － △80

その他 △83 △65

財務活動によるキャッシュ・フロー △639 △1,173

現金及び現金同等物に係る換算差額 360 △42

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,380 △3,485

現金及び現金同等物の期首残高 5,744 9,474

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,125 5,988
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(4) 継続企業の前提に関する注記   

  該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報 

［事業の種類別セグメント情報］ 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

 

 
電子部門 
(百万円) 

機械部門 
(百万円) 

その他部門
(百万円) 

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高   

(1)外部顧客に 
対する売上高 

47,725 2,715 131 50,572 － 50,572

(2)セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

－ － － － － －

計 47,725 2,715 131 50,572 － 50,572

営業利益又は営業損失(△) 1,225 △15 6 1,216 (663) 553

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 

 
電子部門 
(百万円) 

機械部門 
(百万円) 

その他部門
(百万円) 

計 
(百万円)

消去又は全社 
(百万円) 

連結 
(百万円) 

売上高   

(1)外部顧客に 
対する売上高 

75,118 4,936 214 80,268 － 80,268

(2)セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

－ 632 － 632 (632) －

計 75,118 5,568 214 80,901 (632) 80,268

営業利益 3,159 21 5 3,186 (698) 2,488

(注) １ 事業の区分は、商品系列区分によっております。 

２ 各事業部門の主要取扱品目 

部門 主要取扱品目 

電子部門 

下記分野における完成品・組立品・基板実装品・部品単体・キット等 

 通信機器（携帯電話用液晶モジュール・携帯電話用カメラモジュール等）、
車載関連機器（カーオーディオ・メーター・フロントパネル等）、情報機器
（スキャナー・プリンター・周辺機器等）、家庭電気機器（デジタル家電・
薄型テレビ・エアコン・健康器具等）、産業機器（エンジン点火装置・業務
用AV機器等）、一般電子部品など 

機械部門 
ワイヤーハーネス部材、オートバイ用部材、スパークプラグ等電装品、設備機

械および関連部品 

その他部門 印刷インキ、化成品、雑貨、その他 
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［所在地別セグメント情報］ 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

 

 
国内 

(百万円) 
アジア 
(百万円)

欧州 
(百万円)

米州 
(百万円)

計 
(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 
(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に 
対する売上高 

10,173 34,592 1,797 4,010 50,572 － 50,572

(2)セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

6,288 2,925 85 1,674 10,973 (10,973) －

計 16,461 37,517 1,882 5,684 61,545 (10,973) 50,572

営業利益又は営業損失(△) 342 1,055 △403 143 1,138 (584) 553

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 

 
国内 

(百万円) 
アジア 
(百万円)

欧州 
(百万円)

米州 
(百万円)

計 
(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 
(百万円)

売上高    

(1)外部顧客に 
対する売上高 

20,192 52,277 2,180 5,618 80,268 － 80,268

(2)セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

10,438 4,869 296 1,535 17,140 (17,140) －

計 30,630 57,147 2,476 7,154 97,409 (17,140) 80,268

営業利益又は営業損失(△) 817 2,329 △149 202 3,198 (710) 2,488

(注) 国または地域の区分の方法および各区分に属する主な国または地域 

   国または地域の区分の方法   ・・・・地理的近接度によっております。 

   各区分に属する主な国または地域・・・・アジア ：中国、台湾、シンガポール、タイ、フィリピ 

                           ン、インドネシア 

                      欧州  ：ドイツ、スロバキア 

                      米州  ：アメリカ 
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［海外売上高］ 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年６月30日） 

 

 アジア 欧州 北米 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 31,642 3,072 3,755 794 39,265

Ⅱ 連結売上高（百万円）  50,572

Ⅲ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合（％） 

62.5 6.1 7.4 1.6 77.6

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年６月30日） 

 

 アジア 欧州 北米 その他 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円） 49,920 3,485 5,008 1,787 60,202

Ⅱ 連結売上高（百万円）  80,268

Ⅲ 連結売上高に占める 
海外売上高の割合（％） 

62.2 4.3 6.2 2.2 75.0

(注) 国または地域の区分の方法および各区分に属する主な国または地域 

   国または地域の区分の方法   ・・・・地理的近接度によっております。 

   各区分に属する主な国または地域・・・・アジア ：中国、台湾、シンガポール、タイ、フィリピ 

                           ン、インドネシア 

                      欧州  ：ルーマニア、チェコ、ドイツ、フランス 

                      北米  ：アメリカ 

                      その他 ：中南米、オセアニア 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

  該当事項はありません。 
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